
2023/08/31 10:32 兵庫県学校厚生会／あまのじゃくの石（神崎町）

https://www.kouseikai.or.jp/public/koho/kohoshi/minwa/chuban/02.html 1/1

更新日：2012年6月1日

ホーム > 学校・授業の教材 > 『郷土の民話』中播編 > あまのじゃくの石（神崎町）

あまのじゃくの石（神崎町）

むかしむかしの話じゃ。

いつのころからやったか、この大山の村に、あまのじゃくがすみつくようになったんじゃ。

それはそれは、たいへんなあまのじゃくで、「あつい」といえば「さむい」。「さむい」といえば「あつい」と、ことごと
に、ひとの反対ばかりいいよった。

ひとが「美しい」といえば、「いや、きたない」。「きたない」といえば、「美しい」。「山へいけ」といえば、川へ行
く、「川へいけ」といえば、山へ行くというように、まったく手のつけられんようなあまのじゃくやった。

あまのじゃくと話をするとうるさいので、みんなはなるべく、あまのじゃくと会わないようにしておった。

このあまのじゃくは、からは小さかったけど、力が強うてなあ。村まつりやおいなりさんである力くらべやすもうでは、自分より大きい男としても、負けな
んだ。負けん気が強かったからじゃろう。

ある日、村で、力くらべの競争〈きょうそう〉がはじまったんじゃ。石の持ちくらべで、一番重い石をもちあげた者が優勝することになっていた。村の衆
〈しゅう〉が大勢、大きい石や小さい石がいろいろある川原へ集まった。

だんだん番がすすんで、あまのじゃくの番になった。

みんなは、小さい石で力だめしをして、だんだん重い石にかかるんじゃが、そこがあまのじゃくがあまのじゃくなところな
んじゃろう。あまのじゃくは、はじめから庭先のくつぬぎくらいもある大きな石をじっと見ている。持ちあげられるかどう
か、考えていたんやろうが、それを見た村の衆は、口々に、「あほらしい、あんな重い石が持ちあげられるものか。」と
か、「なんぼあまのじゃくでも、とても無理だ。」とか、「やめといたほうがいいね、あまのじゃく。下敷き〈したじき〉
になって、つぶれてしまいたくなかったらね。」などと、口々にいったもんじゃ。
あまのじゃくは、「何の、これくらい、朝めしまえだ。」といって、かかえきれないほどもある大きな石の下に両手をかけ

ると、「やっ。」

と、一気に肩の上まで持ちあげ、さしきろうとしたのじゃ。けど、何しろ百貫〈かん〉もある大きな石じゃで、なんぼあま
のじゃくでもさしきれるものではない、腰がくだけ、あまのじゃくは大きな石の下じきになってしもうた。

村の衆はよってきて、みんなで大きな石をのけ、あまのじゃくを助けだそうとしたが、みんながよってたかっても、石はび
くとも動かん。あまのじゃくは、とうとう息がきれてしもうた。

いまでも、山の中にくつぬぎ石くらいの大きな石があるやろう。あれが、あまのじゃくの石じゃ。あまのじゃくが持ちあげ
ようとして、下じきになってしもうた石じゃ。むかしのまま、そこにおいてある。この石をのけると、この世の中にあまのじゃくがふえるといいつたえられ
ているんじゃ。
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